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　３月18日g、町立若竹小学校閉校記念式典が行われました。思い

出の詰まった校舎との別れを惜しみつつ、在校生、地域住民ら式典

出席者全員で最後の校歌を斉唱。47年間の歴史に幕を下ろし４月か

ら町立計根別小学校に統合され新たなスタートを切ることになりま

した。�

「最後の校歌斉唱」�

中標津町ホームページの�
ＵＲＬは　http://www.nakashibetsu.jp　�
メールは　nakasi- t＠aurens.or.jp�

携帯サイトは　http://j.nakashibetsu.jp/
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町民１人�
当たりの�
行政経費�
計477,665円�

お年寄り・こどもな�
どの福祉のために�

57,949円�
教育のために�

37,800円�
農林業のために�

53,994円�
消防・救急活動に�

18,290円�
借入金返済に�

61,337円�
商工業のために�

2,429円�

中標津町の予算（当初予算）�

特
　
別
　
会
　
計�

会　 　  計　  　 区　  　 分�

一　　 般　　 会　　 計（A）�

合　　  計（A）＋（B）（C）�

病　院　事　業　会　計（D）�

水　道　事　業　会　計（E）�

総　　　計 （C）＋（D）＋（E）�

国民健康保険事業特別会計�

老 人 保 健 特 別 会 計 �

介護保険事業特別会計�

公設地方卸売市場事業特別会計�

町 営 牧 場 特 別 会 計 �

下 水 道 事 業 特 別 会 計 �

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計�

計 （B）�

17年度予算�
114億9,400万円�

22億4,844万円�

17億8,138万円�

9億6,362万円�

2,080万円�

7,849万円�

13億2,019万円�

2億2,772万円�

66億4,064万円�

181億3,464万円�

43億6,238万円�

8億9,505万円�

233億9,207万円�

18年度予算�
115億1,700万円�

23億1,217万円�

17億6,451万円�

10億8,059万円�

1,437万円�

7,159万円�

13億4,351万円�

2億3,194万円�

68億1,868万円�

183億3,568万円�

41億   156万円�

6億2,327万円�

230億6,051万円�

増　減　額� 伸　率�
2,300万円�

6,373万円�

△1,687万円�

1億1,697万円�

△643万円�

△690万円�

2,332万円�

422万円�

1億7,804万円�

2億   104万円�

△2億6,082万円�

△2億7,178万円�

△3億3,156万円�

0.2%�

2.8%�

△0.9%�

12.1%�

△30.9%�

△8.8%�

1.8%�

1.9%�

2.7%�

1.1%�

△6.0%�

△30.4%�

△1.4%

１人当たりの町税�

100,731円�

　今年度の予算編成においては、自主財源の町税が減少し、財源の約４割を占める地方交付税が６年連続で減少することが
見込まれる中で、可能な限り次世代に負担を残さないことを基本に、歳入総額の減少に耐え得る歳出構造への転換を進めて
きました。�
　極めて厳しい状況の中、本町の基本指針である「第５期総合発展計画」との整合性に留意し、将来を見据えた財政の健全
性を確保するため、「中標津町経営再生プログラム」の５つの柱である「持続的に発展可能な自治体」、「住民との協働による
まちづくり」、「慣例との決別」、「小さな地方自治体への転換」、「財政構造の健全化」を基本において、本年度は「地域産業
の振興」、「自然環境の保全・活用」、「豊かな人間づくり」、「福祉・保健・医療の充実による安心できるまちづくり」の４点
を主要な施策としました。�
　また、財源確保のため国及び道の各種補助制度の導入や有利な起債の活用を図り、必要最小限度の範囲で各種基金などの
活用を図りました。（主な取り組みは５ページ参照）�
　平成18年度の一般会計予算は、ほぼ前年並みの115億1,700万円（前年比0.2％増）となり、国民健康保険事業などの７つの
特別会計や病院、水道の２つの企業会計を合わせた全会計では、下表のとおり前年度より1.4％減の230億6,051万円の予算総
額になりました。�
�

中標津町の平成18年度予算が３月定例議会で可決され、
４月からその予算に基づいてさまざまな施策が実施されます。�
今年度の予算編成では、地方交付税など抜本的な改革により、
さらに財源の確保が厳しくなることが見込まれることから、
提供してきた公共サービス等について、地域や民間との協
働の取り組みにより担うべき役割を再構築するなど、一般
会計で対前年度比0.2％増の115億1,700万円で、ほぼ前年
並みとなりました。�
この予算額を町民１人当たりに換算すると、約47万８千
円の行政経費になります。（下記参照）�
今月号では、平成18年度の主な予算概要についてお知ら
せします。�
�

将来を見据えた財政の健全性を確保�

平成18年度 中標津町予算�
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◇地方交付税＝主に国が税金として集めた国税を、自治体間の豊か
さの不均衡を是正するため、地方自治体に配分する税�
◇国庫支出金＝特定の事業を行う場合に、その経費にあてるために
国から交付される負担金や補助金などのこと�
◇道 支 出 金＝特定の事業を行う場合に、その経費にあてるために
北海道から交付される負担金や補助金などのこと�
◇町　　　債＝施設の建設や土木工事など、多額の経費を必要とす
るとき、費用の一部を国や金融機関から借り入れるもの�
◇繰　入　金＝財政調整基金や減債基金からの財源調整のための基
金からの取崩金のほか、ＪＲ標津線の廃止に伴う代替バス運行や、
公共施設の建設借入金償還に充てるために設置された基金からの
取崩金�
◇そ　の　他＝地方譲与税、利子割交付金、地方消費税交付金、分
担金及び負担金、財産収入、諸収入など�
�

☆一般会計当初予算の内訳�

◇民　生　費＝福祉全般にかかる事業、各種医療扶助、保育
園などにかかる経費のこと�
◇衛　生　費＝各種健診やごみ収集、ごみ処理施設の整備、
環境対策などにかかる経費のこと　�
◇農 林 業 費＝農業や林業の振興、土地改良事業などにかか
る経費のこと�
◇土　木　費＝道路の整備・除雪、河川の改修、公園の整備
などにかかる経費のこと�
◇教　育　費＝町立の小中高等学校の運営・整備、生涯学習、
図書館や総合文化会館の運営などにかかる経費のこと�
◇公　債　費＝町の借入金に対する償還金やそれにかかる経
費のこと�
◇そ　の　他＝議会費、労働費、商工費、災害復旧費、諸支
出金、予備費の合計�

◇人　件　費＝職員の給与や議員の報酬などのこと�
◇物　件　費＝施設にかかる光熱水費等の施設管理費、一般
事務に必要な消耗品費、備品購入費などのこと�
◇補 助 費 等＝外部団体等に対する補助金や負担金などのこと�
◇繰　出　金＝特別会計の収支不足の補てん及び各制度等に
基づき一般会計から特別会計へ支出するもの�
◇病院事業会計繰出金＝制度等に基づき一般会計から病院事
業会計へ支出するもの�
◇投資的経費＝道路・河川・公園・学校等の公共施設の新設・
改修工事などにかかる経費のこと�
◇そ　の　他＝扶助費、維持補修費、積立金、貸付金、予備
費の合計�

道路・排水・街路事�
業などに�

69,731円�

その他の町民サー�
ビスなどに�

１人当たりの行政経費�

107,115円�
健康を守るために�

32,372円�
公園整備のために�

11,422円�
ごみの焼却やし尿処理に�

25,226円�

477,665円�
１人当たりの町税�

100,731円�
１人当たりの町税�

100,731円�

（　）内は対前年伸率� 歳　入�（主な予算区分の説明）�

歳出・目的別�（主な予算区分の説明）�

歳出・性質別�（主な予算区分の説明）�

歳出合計�
11,517,000千円�
（0.2％）�

総務費　357,915千円�
　　　　    3.1% (△17.2%)

その他　181,666千円 �
　　　　   1.6% (△13.7%)

消防費�
440,991千円�
    3.8% ( 0.1%)

911,405千円 �
   7.9% (△1.1%)

1,397,204千円�
  12.1% ( 2.8%)

1,388,735千円 �
　 12.1% ( 1.1%)

1,478,902千円�
  12.9% ( 5.1%)

2,066,057千円�
  17.9%�

 (△2.5%)　　�

1,301,859千円 �
 11.3% (28.0%)

1,992,266千円�
17.3% (△10.0%)

民生費�

土木費�教育費�

公債費�

職員費�

衛生費�

農林業費�

歳入合計�
11,517,000千円�
（0.2％）�

2,428,721千円�
　21.1%�
　　　 (△1.1%)

4,647,919千円�
 40.3%�
 ( 0.7%)

国庫支出金�
437,510千円�
3.8% (△34.2%)

618,106千円�
 5.4% (△0.8%)

365,593千円 �
 3.2% (△1.4%)

繰入金�

　959,200千円�
8.3% (△10.3%)

町　債�

1,799,533千円�
15.6％�
（27.7％）�

その他�

使用料及び手数料�
　260,418千円    2.3% (△9.3%)

町税�

地方交付税�
�

歳出合計�
11,517,000千円�
（0.2％）�

2,147,640千円�
  18.6% (△3.1%) 1,551,928千円�

  13.5%�
　 (△5.2%)

1,472,657千円�
 12.8%�
 (△0.9%)

　1,478,810千円�
  12.8% ( 5.1%)

物件費�

補助費等�繰出金�

公債費�1,353,348千円 �
 11.8% (△0.6%)

病院事業会計�
繰出金�
691,107千円�
6.0% (△1.2%)

その他�
884,289千円�
    7.7% ( 4.9%)

投資的経費�
1,937,221千円�
  16.8% ( 5.1%)

人件費�

道支出金�
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①地域産業の振興�
●交流人口の拡大・移住対策�

　・空港利用促進対策経費……………………�

　　観光客誘致をはじめ空港利用者の増加を図る�

　・移住促進事業対策経費………………………�

　　道外からの団塊世代などの移住について、長期滞在

　　体験モニターツアーを開催し定住促進�

●産業振興対策�

　・中山間地域等直接支払事業……………�

　　農業の振興を図る制度継続�

　・家畜ふん尿臭気対策実証事業………………�

　　実証試験の実施及び講演会の開催�

　・牛乳消費拡大推進……………………………�

　　牛乳、乳製品の消費拡大ＰＲ�

　・商工業振興推進補助…………………………�

　　地域商店活性化、雇用向上育成対策、情報化対策等

　　を実施�

　・まちなか賑わい推進事業補助………………�

　　中心市街地でのイベント等の開催に対する支援�

　・起業家支援事業補助…………………………�

　　都市計画用途地域内での新規起業家に対する支援�

�

�
②自然環境の保全・活用�
●自然環境の保全・活用�

　・景観形成推進事業………………………………�

　　地域の農業・農村の自然と資源の理解を深める、景

　　観フォーラムの開催、景観形成推進事業補助�

●生活環境の充実�

　・家庭菜園整備…………………………………�

　　収穫のよろこびを実感（水汲み場等の設置）�

●公園整備�

　・中標津町運動公園整備…………………�

　　球技場１面、散策道路、管理道路、用地取得等�

●下水道整備�

　・公共下水道整備…………………………�

　　汚水管1,040ｍ　雨水管720ｍ　脱水機更新設計等�

 　町の借金である借入金（全会計）の残高は、表１のと

おり平成14年度末の328億円をピークに、平成18年度末に

は24億円減の304億円になる見込みです。     �

　これは、過去の借入金の償還が計画的に進められたこと、

また、可能な限り次世代に負担を残さないことを基本に行

政運営を行ってきた結果となりました。     �

　今後においても「第５期総合発展計画」を踏まえ、将来

を見通し「中標津町経営再生プログラム」により、効率的

な行政運営の推進を図り、健全なまちづくりを進めなけれ

ばなりません。     

③豊かな人間づくり�
●学校教育�

　・中標津東小学校増改築 �

　　…………………  5,451万円�

　　安全性とより良い教育環境の整備に向けた調査設計費�

●子育て支援�

　・子育て支援事業 ……………………………… 618万円�

　　明生地区に子育て総合支援センターを開設し、専門

　　指導員の配置等�

�

�

④福祉・保健・医療の充実�
●地域福祉の充実�

　・在宅福祉サービス事業 ……………………… 605万円�

　　除雪・移送サービス、ハートコールサービスの実施�

●保健の充実�

　・地域包括支援センターの開設�

　　全高齢者の介護予防、総合相談、虐待防止、家族支

　　援、総合支援等の業務を包括�

●医療の充実�

　・医療スタッフの確保（非常勤診療科の固定医師）�

　・医療機械器具の整備 ……………………… 3,150万円�

　　大腸ビデオスコープ他�

�

�

⑤基本姿勢実現のための取り組み�
●町民が町政に参画するシステム�

　・パートナーシップ推進事業 …203万円�

　　町民会議、フォーラムの開催等�

●町政改革・運営に携わる職員の育成�

　・新たな人事制度等の検討�

　　人事考課制度、目標管理制度、希望制度�

●地域経営基盤の強化と健全な財政基盤の確立�

　・行財政運営に係る経営再生プログラムの見直しによ �

　　る集中改革プランの策定�

�

表１　町の借入金残高（全会計）の推移�

13 14 15 16 17
240

260

280

300

320
325 328 325

319 313

18年度（見込み）�

304

340
億円�

平成18年度  予算の主要事業�
平成18年度予算における「中標津町経営再生プログラム」を基本に、拡充・充実した主なものについてお知ら
せします。詳しくは、平成18年度主要施策「よくわかることしの中標津づくり」を後日作成し配布する予定で
すのでご覧下さい。�

1,395万円�

�

135万円�

�

�

�

3億174万円�

�

201万円�

�

100万円�

�

183万円�

�

�

140万円�

�

150万円�

�

70万円�

�

�

�

125万円�

�

�

2億2,602万円�

�

�

2億7,170万円�

ま    ち�
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協働（パートナーシップ）�
   「住みやすく、住み続けたいまち」のために�

⑥健全財政確保のための取り組み�
●公の施設の管理運営体制（指定管理者制度への移行）�

　・民間の能力を活用したサービス向上で、町民のニーズに対してより一層効果的、効率的に利用を図ることからの行

　政経費の削減�

※指定管理者制度へ移行する施設�

　・町有の地域会館、農事集会所（19施設）　　　　　　　　　�

　・中標津町総合福祉センター　　　　　　　　　　　　　　　�

　・中標津町特別母と子の家　　　　　　　　　　　　　　　　　�

　・中標津町労働会館　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�

　・公園（丸山公園他32公園）　　　　　　　　　　　　　　�

　・中標津町総合文化会館　　　　　　　　　　　 　　　�

　・中標津町営体育施設等（中標津体育館他6施設）�

●施設の統廃合～△1,347万円　�

　・役場計根別支所を中標津町交流センターへ移設　　　　　　�

　・若竹小学校を計根別小学校、俣落中学校を中標津中学校へ統合　　�

　・中標津町計根別生涯学習センターを廃止�

　・開陽へき地保育所の閉所　　　　　　　　　　　　　　　�

●人件費の削減～△２億3,245万円�

　・特別職基本給の10％削減　　　　　　　　　　　　　　　�

　・職員基本給の平均4.5％削減　　　　　　　　　　　　�

　・特殊勤務手当の見直し（医師を除く医療技術者手当を1/2削減）　�

　・管理職手当の10％削減　　　　　　　　　　　　　　　　　�

　・期末勤勉手当役職加算の20％削減　　　　　　　　　　　�

　・中標津消防署職員、基本給の平均4.6％削減　　　　　　�

　・定年退職者等不補充　　　　　　　　　　　　　　　　　�

　町の貯金である基金は、用途により各種基金が積み立て
られています。また、一般的には災害時の対応や財源不足
などを補てんするための基金として「財政調整基金」があり、
借金を償還するために用いる基金として「減債基金」など
があります。     �
　毎年貯金を取り崩してまかなう厳しい財政状況の中、こ
れらの基金を有効的、効果的に活用しながら、健全財政確
保に努めます。     �
※表２では、一般会計の貯金残高のみをお知らせしていま
すが他会計の貯金については、その用途が限られており、
通常の貯金とは性格が違うため掲載していません。     

表２　町の貯金残高（一般会計）の推移�
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役場の組織機構が変わりました�
町では、複雑多様化、高度化する行政ニーズや新たな行政課題に的確に対応するため、４月１日付けで機構改革を実施しまし
た。�
福祉保健の充実を推進するため「福祉課」を拡充した「福祉介護課」を設置、また、子育て支援の強化を図るための「子育て
支援室」、町税等の滞納額縮減を図るための「収納向上推進室」が新たに設置されるなど、時代に沿った組織機構の見直しを
行い、スリムで効率的、機能的な行政運営に努めていきます。�
今月号では、機構改革後の主な担当部署をご紹介しますので、参考にしてください。�

部� 係� 主 な 変 更 内 容 �課・室等�

総　務　部�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

町民生活部�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
経　済　部�

総　務　課�
�
�
�
�

企　画　課�
�

�
財　政　課�

�
�

税　務　課�
�
�

     収納向上推進室�

�
計根別支所�

�
�

生　活　課�
�
�
�

保険年金課�
�
�
�
�

福祉介護課�
�
�

�
子育て支援室�

�

�

業務管理課�
�
�
�

農　林　課�
�
�
�

経済振興課�
�
�

空港対策室�

総 務 係 �
職 員 係 �
防 災 係 �
情 報 化 推 進 係 �
北方領土対策係北方領土対策係�
�
企 画 調 整 係 �
行財政改革推進係�
広 報 ・ 調 査 係 �
�
財 政 係 �
契 約 用 度 係 �
�
住 民 税 係 �
資 産 税 係 �
�
納 税 係 �
収 納 推 進 係 �
�
管 理 係 �
�
戸 籍 住 民 係 �
交通・町民相談係�
環 境 衛 生 係 �
�
保 険 税 係 �
国 保 医 療 係 �
年 金 係 �
�
社 会 福 祉 係 �
福祉支援第一係福祉支援第一係�
福祉支援第二係福祉支援第二係�
介 護 保 険 係 �
介 護 支 援 係 �
�
子 育 て 支 援 係 �
保 育 係 �
�
管 理 係 �
母 子 保 健 係 �
成 人 保 健 係 �
�
農 務 係 �
林 務 係 �
畜 産 係 �
�
商 工 労 働 係 �
観 光 振 興 係 �
地 域 振 興 係 �
�
空 港 対 策 係 �

・行政課題に的確に対応することや、行財政改革の推進による

財政の健全化と行政運営の効率化を図るため、企画財政課を

企画課と財政課に分割し役割を明確にしました。�

・滞納額の縮減を図るため、新たな徴収体制として税務課内に

収納向上推進室を設置しました。�

・総務課行政改革・防災係と企画財政課行財政改革推進係を整

理統合し、総務課に防災係、企画課に行財政改革推進係を配

置しました。�

・建設関係、物品関係に係る入札・契約事務を一本化し、効率

的に事務を行うため財政課に契約用度係を設置しました。�

�

・介護保険部門を福祉介護課に移行し、社会保障制度の担当を

一つに統合・拡充する保険年金課を設置しました。�

・福祉サービスの向上及び介護保険制度の改正に伴う福祉保健

の充実を図るため、福祉課を拡充した福祉介護課を設置。ま

た、課内に地域包括支援センターを立ち上げ高齢者全般を対

象とした総合相談等の事務を担います。�

・安心して子どもを育てられる生活環境を整えるため、子育て

支援室を設置し、明生地区にあるにこにこ児童館に子育て総

合支援センターを立ち上げます。�

・中標津町保健センターの管理課と業務課を統合し、業務管理

課を設置しました。�

�

�

・農林課農村整備係を農務係へ統合し、事務の効率化を図りま

した。�

※赤書きが今回新設・統合・異動のあった部署です。�

（中標津町保健センター）�

総　務　部�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

町民生活部�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
経　済　部�

総　務　課�
�
�
�
�

企　画　課�
�

�
財　政　課�

�
�

税　務　課�
�
�

     収納向上推進室�

�
計根別支所�

�
�

生　活　課�
�
�
�

保険年金課�
�
�
�
�

福祉介護課�
�
�

�
子育て支援室�

�

�

業務管理課�
�
�
�

農　林　課�
�
�
�

経済振興課�
�
�

空港対策室�

総 務 係 �
職 員 係 �
防 災 係 �
情 報 化 推 進 係 �
北方領土対策係�
�
企 画 調 整 係 �
行財政改革推進係�
広 報 ・ 調 査 係 �
�
財 政 係 �
契 約 用 度 係 �
�
住 民 税 係 �
資 産 税 係 �
�
納 税 係 �
収 納 推 進 係 �
�
管 理 係 �
�
戸 籍 住 民 係 �
交通・町民相談係�
環 境 衛 生 係 �
�
保 険 税 係 �
国 保 医 療 係 �
年 金 係 �
�
社 会 福 祉 係 �
福祉支援第一係�
福祉支援第二係�
介 護 保 険 係 �
介 護 支 援 係 �
�
子 育 て 支 援 係 �
保 育 係 �
�
管 理 係 �
母 子 保 健 係 �
成 人 保 健 係 �
�
農 務 係 �
林 務 係 �
畜 産 係 �
�
商 工 労 働 係 �
観 光 振 興 係 �
地 域 振 興 係 �
�
空 港 対 策 係 �

・行政課題に的確に対応することや、行財政改革の推進による

財政の健全化と行政運営の効率化を図るため、企画財政課を

企画課と財政課に分割し役割を明確にしました。�

・滞納額の縮減を図るため、新たな徴収体制として税務課内に

収納向上推進室を設置しました。�

・総務課行政改革・防災係と企画財政課行財政改革推進係を整

理統合し、総務課に防災係、企画課に行財政改革推進係を配

置しました。�

・建設関係、物品関係に係る入札・契約事務を一本化し、効率

的に事務を行うため財政課に契約用度係を設置しました。�

�

・介護保険部門を福祉介護課に移行し、社会保障制度の担当を

一つに統合・拡充する保険年金課を設置しました。�

・福祉サービスの向上及び介護保険制度の改正に伴う福祉保健

の充実を図るため、福祉課を拡充した福祉介護課を設置。ま

た、課内に地域包括支援センターを立ち上げ高齢者全般を対

象とした総合相談等の事務を担います。�

・安心して子どもを育てられる生活環境を整えるため、子育て

支援室を設置し、明生地区にあるにこにこ児童館に子育て総

合支援センターを立ち上げます。�

・中標津町保健センターの管理課と業務課を統合し、業務管理

課を設置しました。�

�

�

・農林課農村整備係を農務係へ統合し、事務の効率化を図りま

した。�

※赤書きが今回新設・統合・異動のあった部署です。�

（中標津町保健センター）�
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総　務　部�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

町民生活部�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
経　済　部�

総　務　課�
�
�
�
�

企　画　課�
�

�
財　政　課�

�
�

税　務　課�
�
�

     収納向上推進室�

�
計根別支所�

�
�

生　活　課�
�
�
�

保険年金課�
�
�
�
�

福祉介護課�
�
�

�
子育て支援室�

�

�

業務管理課�
�
�
�

農　林　課�
�
�
�

経済振興課�
�
�

空港対策室�

管　理　課�
�
�

�
建　設　課�

�
�
�

上下水道課�
�
�

出　納　室�

�
事　務　局�

�
事　務　局�

�
事　務　局�

�
医　事　課�

�
�

管　理　課�
�
�
�

企画総務課�
�
�
�
�

生涯学習課�

部� 課・室等�

建設水道部�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

議　　　会�

�
監査委員�

�
農業委員会�

�
�
�

町立病院�
（事務局）�

�
�
�
�
�
�

教育委員会�
（事務局）�

�

総 務 係 �
職 員 係 �
防 災 係 �
情 報 化 推 進 係 �
北方領土対策係�
�
企 画 調 整 係 �
行財政改革推進係�
広 報 ・ 調 査 係 �
�
財 政 係 �
契 約 用 度 係 �
�
住 民 税 係 �
資 産 税 係 �
�
納 税 係 �
収 納 推 進 係 �
�
管 理 係 �
�
戸 籍 住 民 係 �
交通・町民相談係�
環 境 衛 生 係 �
�
保 険 税 係 �
国 保 医 療 係 �
年 金 係 �
�
社 会 福 祉 係 �
福祉支援第一係�
福祉支援第二係�
介 護 保 険 係 �
介 護 支 援 係 �
�
子 育 て 支 援 係 �
保 育 係 �
�
管 理 係 �
母 子 保 健 係 �
成 人 保 健 係 �
�
農 務 係 �
林 務 係 �
畜 産 係 �
�
商 工 労 働 係 �
観 光 振 興 係 �
地 域 振 興 係 �
�
空 港 対 策 係 �

管 理 係 �
維 持 係 �
住 宅 係 �
用 地 管 財 係 �
�
街づくり推進係�
事 業 推 進 係 �
建 築 指 導 係 �
�
業 務 係 �
水 道 係 �
下 水 道 係 �
�
出 納 係 �
�
総 務 係 �
議 事 係 �
�
監 査 係 �
�
庶 務 係 �
農 地 係 �
�
医 事 係 �
�
総 務 係 �
経 理 係 �
管 理 用 度 係 �
�
総 務 係 �
学 務 係 �
施 設 係 �
�
社 会 教 育 係 �
学 校 教 育 係 �
学 芸 係 �
生涯学習指導班�
文化スポーツ係�

・行政課題に的確に対応することや、行財政改革の推進による

財政の健全化と行政運営の効率化を図るため、企画財政課を

企画課と財政課に分割し役割を明確にしました。�

・滞納額の縮減を図るため、新たな徴収体制として税務課内に

収納向上推進室を設置しました。�

・総務課行政改革・防災係と企画財政課行財政改革推進係を整

理統合し、総務課に防災係、企画課に行財政改革推進係を配

置しました。�

・建設関係、物品関係に係る入札・契約事務を一本化し、効率

的に事務を行うため財政課に契約用度係を設置しました。�

�

・介護保険部門を福祉介護課に移行し、社会保障制度の担当を

一つに統合・拡充する保険年金課を設置しました。�

・福祉サービスの向上及び介護保険制度の改正に伴う福祉保健

の充実を図るため、福祉課を拡充した福祉介護課を設置。ま

た、課内に地域包括支援センターを立ち上げ高齢者全般を対

象とした総合相談等の事務を担います。�

・安心して子どもを育てられる生活環境を整えるため、子育て

支援室を設置し、明生地区にあるにこにこ児童館に子育て総

合支援センターを立ち上げます。�

・中標津町保健センターの管理課と業務課を統合し、業務管理

課を設置しました。�

�

�

・農林課農村整備係を農務係へ統合し、事務の効率化を図りま

した。�

・街づくり推進室を建設課に統合すると共に、土木係、都市施

設係を統合し事業推進係を設置しました。�

・上下水道課維持普及係を廃止し、水道係、下水道係に事務を

移管しました。�

�

�

�

�

・出納第一係、出納第二係を統合しました。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

・企画部門の強化を図るべく、総務管理課を企画総務課に改め
ました。�
・教育施設全般を管理するにあたり、管理係を施設係に改め、
担当所管事務を明確にしました。�
・生涯学習の振興に関し、学校教育活動以外の社会教育の推進
に努めるため、生涯学習係を社会教育係に改めました。�
・指定管理者制度の導入に伴い、管理・運営を指定管理者が行
うにあたり、町の担当窓口として文化スポーツ係を新設しま
した。�

※赤書きが今回新設・統合・異動のあった部署です。�

　地方自治法の一部改正により導入された「指定管理者制度」に基づき、中標津町においても４月１日から
指定管理者による公の施設の管理・運営がスタートしました。�
　これにより、民間の能力を活用したサービスの向上で、町民の皆さんのニーズに対してより一層効果的、
効率的な利用を図るとともに、行政経費の削減が図られます。�
�

中標津町公の施設の指定管理者一覧�

中標津第１老人クラブ　　　　　　　　（指名）�

社会福祉法人中標津町社会福祉協議会　（公募）�

中標津地区連合会　　　　　　　　　　（公募）�

株式会社中標津都市施設管理センター　（公募）�

財団法人中標津町文化スポーツ振興財団（公募）�

財団法人中標津町文化スポーツ振興財団（公募）�

各町内会・連合会等　　　　　　　　　（指名）�

�

指定管理の期間�

平成18年�
　４月１日�
�
�
�
平成22年�
　３月31日�

管理を行わせる施設の名称�

中標津町特別母と子の家�

中標津町総合福祉センター�

中 標 津 町 労 働 会 館�

公　　　　　　　　　　園（33箇所）�

中標津町総合文化会館�

中標津町営体育施設等（７箇所）�

町　  内　  会　  館　 等（19箇所）�

指 定 管 理 者 名 �

〜�

指定管理者による公の施設の管理・運営がスタートしました�

（中標津町保健センター）�
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オオウバユリ�
No.2

①「オオウバユリ」（水彩）　７月�②「立ち枯れのオオウバユリ」�
（鉛筆素描）３月�

　
ス
ケ
ッ
チ
を
し
て
い
た
ら
、
後
ろ

か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。
振
り

向
く
と
そ
の
人
は
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転

席
の
窓
か
ら
顔
を
出
し
て
い
ま
す
。�

「
そ
の
花
の
名
前
、
何
て
い
う
の
？
」�

「
オ
オ
ウ
バ
ユ
リ
で
す
」�

　
私
は
、
路
肩
に
腰
を
下
ろ
し
た

ま
ま
、
上
半
身
を
捩
じ
っ
て
、
不

自
然
な
姿
勢
で
答
え
ま
し
た
。�

「
エ
？
オ
オ
バ
…
？
」�

「
い
や
、
オ
オ
ウ
バ

…
」
と
言
い
か
け
る
と

運
転
手
さ
ん
が
降
り
て

き
ま
し
た
。�

　
そ
れ
で
、
私
は
「
オ

オ
ウ
バ
ユ
リ
」
と
言
い

な
が
ら
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ

ク
に
「
大
姥
百
合
」
と

書
き
ま
し
た
。�

　
運
転
手
さ
ん
は
、

「
こ
れ
、
ユ
リ
な
ん
で

す
か
」
と
意
外
そ
う
で

す
。
花
の
匂
い
を
嗅
が

せ
る
と
、
「
あ
っ
、
あ

れ
っ
、
こ
れ
カ
サ
ブ
ラ

ン
カ
の
匂
い
で
し
ょ
う
。
ユ
リ
で
す

ね
。
」
と
大
発
見
で
す
。�

　
私
も
嬉
し
く
な
り
、
調
子
に
乗

っ
て
、
「
因
み
に
、
こ
の
『
姥
』
と

い
う
漢
字
は
、
老
女
つ
ま
り
お
婆
さ

ん
と
い
う
意
味
で
す
。
ま
だ
花
が
咲

い
て
い
る
の
に
、
葉
っ
ぱ
は
枯
れ
て

き
て
い
る
で
し
ょ
う
、
そ
の
枯
れ
た

様
子
が
名
前
の
由
来
ら
し
い
で
す
。
」�

　
「
そ
う
か
、
そ
れ
で
オ
オ
ウ
バ
ユ

リ
か
…
、
ト
ラ
ッ
ク
で
走
っ
て
い
る
と
、

上
武
佐
・
俣
落
な
ど
の
道
路
の
側
溝

な
ど
に
こ
の
花
が
見
え
て
ね
。
大
き

い
か
ら
目
立
つ
し
、
気
に
な
っ
て
い

た
ん
で
す
よ
。
特
に
こ
こ
は
た
く
さ

ん
咲
い
て
い
る
で
し
ょ
」�

　
「
こ
こ
」
と
は
、
開
陽
市
街
の
交

差
点
で
郵
便
局
の
道
路
向
か
い
で
す
。�

　
観
賞
は
、
次
の
二
点
が
お
勧
め
で
す
。�

・
花
＝
七
月
末
頃
。
白
い
花
を
九
個

か
ら
二
〇
個
ほ
ど
咲
か
せ
る
。
背

丈
は
一
五
〇
セ
ン
チ
程
（
絵
①
）�

・
立
ち
枯
れ
＝
実
が
熟
す
と
独
特
の

形
で
実
が
割
れ
て
、
た
ね
を
風
に

乗
せ
て
飛
ば
す
。
年
が
開
け
て
雪

が
消
え
て
も
、
立
ち
枯
れ
た
オ
オ

ウ
バ
ユ
リ
の
姿
が
見
ら
れ
る
。�

　
（
絵
②
）�

�

　
　
赤
ち
ゃ
ん
と
、
幼
児
、
小
学
生
、
中

高
生
や
お
に
い
さ
ん
・
お
ね
え
さ
ん
、

お
と
う
さ
ん
、
お
か
あ
さ
ん
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
す
べ
て
の

人
が
交
流
で
き
る
安
心
・
安
全
な
子
育

て
支
援
基
地
を
め
ざ
し
て
！�

�

　
町
で
は
四
月
か
ら
、
子
育
て
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
を
に
こ
に
こ
児
童
館
に
開
設
し
ま
す
。
小

さ
な
お
子
様
と
一
緒
に
、
好
き
な
時
間
に
自
由

に
子
育
て
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。�

　
子
育
て
中
の
お
母
様
方
が
、
安
心
し
て
リ
ラ

ッ
ク
ス
で
き
る
空
間
と
し
て
、
ま
た
、
世
代
を

超
え
て
地
域
全
体
で
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
で
き

る
施
設
と
し
て
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
の
ひ
と
つ
と
な
る
総
合
セ
ン
タ
ー
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。�

開
館
時
間
　
午
前
十
時
〜
午
後
十
二
時�

　
　
　
　
　
午
後
一
時
〜
午
後
五
時
ま
で�

特
別
の
プ
ロ
グ
ラ
ム�

☆
に
こ
す
く
ク
ラ
ブ�

　
毎
週
月
・
木
曜
日
午
前
十
時
〜
午
後
十
二
時�

☆
子
育
て
個
別
相
談�

　
予
約
制
【
毎
週
火
曜
日
】�

　
個
別
相
談
と
な
り
ま
す
の
で
、
一
般
の
方
の

　
ご
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。�

�

　
各
児
童
館
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
も
従

来
ど
お
り
ご
利
用
で
き
ま
す
。�

　
詳
し
く
は
、
子
育
て
支
援
室
ま
で
。�

・
中
標
津
町
子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー�

　
（
に
こ
に
こ
児
童
館
）�

　
〒
０
８
６
―
１
０
７
７�

　
　
中
標
津
町
東
三
十
七
条
北
四
丁
目�

　
1(

７
３)

１
８
０
２�

中
標
津
町�

  

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー�

【
に
こ
に
こ
児
童
館
】
開
設
の
お
知
ら
せ�
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危険なできごとがあっ�
たときは、すぐにこの�
ステッカーのある家に�
連絡をしましょう。�

　昨年、広島や栃木で小学１年生の女子児童が連れ去

られ殺害、京都の学習塾では小学６年生の女子児童が

講師の大学生に刺殺されたりと、痛ましい事件が相次

ぎました。�

　本町においても、小中学生が不審者から声をかけら

れる、後をつけられるなどの事件が発生し、いずれも

大きな被害はありませんでしたが事件となる可能性も

あることから注意を呼びかけています。�

　中標津町安全で住みよいまちづくり推進協議会では、

地域が力を合わせて子どもたちが被害にあわないよう

に守るための、地域づくりに取り組んでいます。�

　新１年生が期待にゆめふくらませ、登校する様子を

地域のあたたかい目で見守りましょう。�

�

～みんなが安心して暮らせる、安全で住みよいまちをめざして～�

不 審 者 情 報 （平成17年12月～平成18年3月まで）　　　　　　　※小中学生に不安を与えた事例�

  発  生  日�

�

平成17年�

　12月6日�

�

�

平成17年�

　12月７日�

�

平成17年�

　12月14日�

�

�

平成18年�

　3月2日�

時　　間� 場　　　所� 不　審　者� 状　　　　　　　　況�

午後４時頃�

�

�

�

午後５時30分頃�

�

�

午後３時頃�

�

�

�

午後６時頃�

公営住宅�

東中団地付近�

�
�

西町の交差点を�

左折し中標津橋�

付近の歩道�

�

西11条北９丁目�

（泉児童公園付近）�

�

大型ショッピング�

センター内�

年齢不詳の男性�

（スモーク窓の�

　黒い乗用車）�

�

�

年齢不詳の男性�

�

黒い乗用車から�

降りた年齢不詳�

の男性�

�
�

中　年　男　性�

「こんにちは」と繰り返し声をかけて
きた。しつこいので「こんにちは」と
答え、急ぎ足で逃げると後をつけてき
て「かわいいね」と声をかけられる。
走って近くの友達に家の玄関の取手を
つかんだところで走り去った。（被害
はなし）�
�
１人が後ろから肩をつかまれ、他の２
人が「不審者ではないか？」と話して
るうちに去っていった。２人は「不審
者だ」と声を出した。（被害はなし）�
�
帽子をかぶり、紫色のスキー用フェイ
スマスクをした男性が車から降り近づ
いてきたのを不審に思い、走って友人
宅に逃げた。（被害はなし）�
�
母親と買い物に出かけ、１人で本屋に
行くと男性に「向こうに一緒に行こう」
「おじさんと遊ばない」などと声をか
けられた。児童は「嫌です」と走り去
った。その後、母親と付近を探したが
見つからなかった。（被害はなし）�
�
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年　　金�

M A T I O N

4
April

くらしの広場広場�広場�

4 日 月 火 水 木 金�土�
�

�

�
平成18年度社会保険事務所�
相談所開設日のお知らせ�
�

　平成18年度の社会保険事務所相談
所開設日は下記のとおりですので、
健康保険や厚生年金・国民年金など
の制度内容や手続きについて、気軽
にご相談ください。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
・開設場所�
　中標津経済センター�
・開設時間�
　１日目　午後１時～午後５時�
　２日目　午前９時～午前11時30分�
　詳しくは、釧路社会保険事務所�
　　　　　10154（22）0111まで。�

�

年金制度が変わりました�
�
　国民年金などの年金制度が次のとお
り改正されました。�
国民年金保険料額の改正�
　平成18年４月～平成19年３月までの
国民年金保険料は、月280円引き上げ
られ、月額13,860円となりました。�
　国民年金保険料は、平成29年度まで
毎年度月額280円引き上げられ、最終
的に月額16,900円となる予定です。こ
れは、年金を支える力と給付のバラン
スを取るためのものです。�
障害基礎年金と老齢厚生年金等を�
併せて受給できます�
　障害を持ちながら働いたことが評価
される仕組みとして、65歳以上の方は、
障害基礎年金と老齢厚生年金、障害基
礎年金と遺族厚生年金の組み合わせに
ついて併せて受給（併給）することが
できます。�
　なお、併給を申請される場合は、選
択申出書の提出が必要です。�
【問合せ先】�
　ねんきんダイヤル（年金被保険者）�
10570（05）1165、（年金を受給して
いる方）10570（07）1165または、釧
路社会保険事務所10154（22）0111まで。�
�

4

11

18

25

3

10

17

24

1

8

15

22

29

2

9

16

5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28
23

30

開
陽
台
展
望
館
オ
ー
プ
ン
の
�

お
知
ら
せ
�

�　
昨
年
十
一
月
よ
り
冬
期
間
閉
鎖
し
て

い
た
「
開
陽
台
展
望
館
」
は
、
左
記
日

程
に
よ
り
全
館
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
�

（
十
月
末
ま
で
）
�

日
時
　
四
月
二
十
九
日（
土
）午
前
九
時
�

�「
Ａ
Ｆ
く
ら
ぶ
」会
員
募
集
の
�

ご
案
内
�

�　畜
産
食
品
加
工
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、

平
成
十
八
年
度
「
Ａ
Ｆ
く
ら
ぶ
」
会
員

の
募
集
を
し
ま
す
。
（
「
Ａ
Ｆ
く
ら
ぶ
」

と
は
、
研
修
セ
ン
タ
ー
の
製
品
を
ご
愛

顧
い
た
だ
く
会
で
、
店
頭
販
売
し
て
い

な
い
製
品
も
お
届
け
し
て
い
ま
す
。）
�

募
集
期
間
　
四
月
十
日
（
月
）
〜
�

　
　
　
　
　
四
月
十
四
日
（
金
）
�

募
集
人
数
　
四
十
名
程
度
�

頒
布
期
間
　
平
成
十
八
年
六
月
〜
�

　
　
　
　
　
平
成
十
九
年
三
月
�

　
案
内
書
を
希
望
す
る
方
は
、
研
修
セ

ン
タ
ー
1
（
７
８
）
２
２
１
６
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
�

�上
下
水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
�

�　
四
月
か
ら
新
し
く
当
町
に
お
住
ま
い

に
な
っ
て
い
る
方
、
町
内
で
お
引
っ
越

し
を
さ
れ
た
方
は
、
水
道
の
使
用
開
始
・

終
了
の
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

（
申
し
込
み
は
電
話
で
で
き
ま
す
）
�

　
な
お
、
こ
れ
か
ら
転
居
さ
れ
る
方
は
、

お
引
っ
越
し
の
際
必
ず
室
内
の
元
栓
を

落
と
し
て
か
ら
退
去
願
い
ま
す
。
�

　
最
近
、
役
場
か
ら
委
託
さ
れ
た
か
の

よ
う
に
、
ご
家
庭
に
水
質
検
査
や
浄
水

器
等
の
販
売
、
ま
た
は
、
下
水
道
桝
の

清
掃
な
ど
で
訪
問
を
し
て
い
る
業
者
が

出
回
っ
て
い
ま
す
。
上
下
水
道
課
で
は
、

こ
の
よ
う
な
器
具
の
販
売
、
検
査
・
清

掃
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
願

い
ま
す
。
�

使
用
開
始
・
終
了
の
申
し
込
み
先
�

　
上
下
水
道
課
業
務
係
�

無
料
法
律
相
談
の
お
知
ら
せ
�

�　
家
庭
内
の
不
和
や
不
動
産
の
紛
争
、

ま
た
、
交
通
事
故
に
よ
る
損
害
賠
償
問

題
、
遺
産
相
続
な
ど
、
悩
み
事
の
あ
る

方
は
、
弁
護
士
が
専
門
的
に
ア
ド
バ
イ

ス
し
て
く
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
�

　
一
相
談
日
に
つ
い
て
、
各
月
初
め
か

ら
事
前
申
し
込
み
を
受
け
付
け
、
定
員

は
先
着
七
名
ま
で
で
す
。
�

　
詳
し
く
は
、
生
活
課
交
通
・
町
民
相

談
係
ま
で
。
�

家
庭
菜
園
の
お
知
ら
せ
�

�　
家
庭
菜
園
の
入
園
者
を
四
月
上
旬
よ

り
募
集
し
ま
す
。
一
区
画
二
千
円
の
使

用
料
が
か
か
り
ま
す
が
、
五
月
中
旬
〜

十
月
下
旬
ま
で
使
用
で
き
、
町
内
に
居

住
す
る
（
住
民
登
録
が
あ
る
）
方
な
ら

ど
な
た
で
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
申
し
込
み
に
関
し
て
は
四
月
上
旬

に
新
聞
の
チ
ラ
シ
折
込
で
案
内
し
ま
す
。
�

　
詳
し
く
は
、
生
活
課
交
通
・
町
民
相

談
係
ま
で
。
�

�

　　　　開　設　月　日�

平成18年４月18日（火）～19日（水）�
平成18年５月16日（火）～17日（水）�
平成18年６月20日（火）～21日（水）�
平成18年７月18日（火）～19日（水）�
平成18年８月15日（火）～16日（水）�
平成18年９月19日（火）～20日（水）�
平成18年10月17日（火）～18日（水）�
平成18年11月21日（火）～22日（水）�
平成18年12月12日（火）～13日（水）�
平成19年１月16日（火）～17日（水）�
平成19年２月13日（火）～14日（水）�
平成19年３月13日（火）～14日（水）�

　  実施年月日�

平成18年４月18日�

平成18年５月16日�

平成18年６月20日�

平成18年７月18日�

平成18年８月22日�

平成18年９月19日�

平成18年10月17日�

平成18年11月21日�

平成18年12月19日�

平成19年１月16日�

平成19年２月20日�

平成19年３月20日�

　担当弁護士�

今　　　瞭　美�

岩　田　明　子�

岩　田　明　子�

塚　田　　　渥�

岩　田　明　子�

稲　澤　　　優�

岩　田　明　子�

小野塚　　　聰�

岩　田　明　子�

山　c　俊　之�

岩　田　明　子�

伊　藤　孝　博�

平成18年度無料法律相談開設日程�

　場所：中標津町役場�

　時間：午前10時30分～午後３時�
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I N F O R M

くらしの広広場�くらしの広

下水汚泥たい肥「環甦」の配布について�
　春の耕作用たい肥として町民の皆様に汚泥たい肥「環甦」の

配布を行います。�

　配布日時　４月21日（金）～４月30日（日）午前10時～午後３時�

　配布場所　中標津下水終末処理場（東35条北６丁目）�

　詳しくは、上下水道課下水道係まで。�

　※たい肥を入れる袋（肥料袋等）をご持参ください。�

　　なお、数に限りがありますのでご了承ください。�

健　　康�

自然を愛し　美しいまちにしましょう　町民憲章より�

平
成
十
八
年
度
中
標
津
町
農
地
�

移
動
適
正
化
あ
っ
せ
ん
価
格
�

�　
農
地
移
動
適
正
化
あ
っ
せ
ん
価
格
に

つ
い
て
は
、
毎
年
農
業
委
員
会
の
総
会

に
お
い
て
審
議
・
決
定
し
て
お
り
、
平

成
十
八
年
度
は
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り

上
限
八
十
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
�

　
た
だ
し
、
今
後
に
つ
い
て
は
、
売
買

事
例
・
実
勢
価
格
に
よ
り
変
動
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
�

　
詳
し
く
は
、
中
標
津
町
農
業
委
員
会

農
地
係
ま
で
。
�

�起
業
を
考
え
て
い
る
方
へ
�

�　
町
で
は
、
会
社
を
設
立
ま
た
は
個
人

事
業
を
開
業
す
る
事
業
主
の
方
を
対
象

に
、
次
の
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
の
で
、

内
容
を
確
認
し
た
い
方
は
経
済
振
興
課

商
工
労
働
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
�

地
域
雇
用
創
造
支
援
事
業
�

　
国
が
、
あ
な
た
の
行
う
事
業
（
新
規

創
業
に
係
る
経
費
及
び
労
働
者
の
雇
い

入
れ
に
つ
い
て
）
を
補
助
金
で
応
援
し

ま
す
。
�

目
指
せ
起
業
家
支
援
事
業
�

　
新
規
起
業
家
（
本
町
の
都
市
計
画
用

途
内
で
新
た
に
創
業
を
す
る
者
）
を
目

指
す
あ
な
た
へ
、
町
が
事
業
経
費
の
一

部
を
最
大
五
十
万
円
補
助
し
ま
す
。
�

�春
の
全
道
火
災
予
防
運
動
を
�

実
施
し
ま
す
�

�　
今
年
も
四
月
二
十
日
〜
三
十
日
ま
で

全
道
春
の
火
災
予
防
運
動
期
間
で
す
。
�

　
消
防
署
で
は
、
火
災
の
発
生
防
止
、

焼
死
事
故
や
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と

を
重
点
目
標
に
各
家
庭
へ
「
消
防
署
だ

よ
り
」
の
配
布
、
各
事
業
所
自
衛
消
防

隊
の
訓
練
指
導
、
防
火
対
象
物
の
査
察

を
実
施
し
ま
す
。
�

　
ま
た
、
運
動
初
日
に
は
消
防
団
を
は

じ
め
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
、
幼
年
消
防

ク
ラ
ブ
の
協
力
に
よ
り
大
型
店
舗
前
で

街
頭
啓
発
を
行
い
ま
す
。
�

　
今
後
も
「
火
の
用
心
」
を
呼
び
掛
け

ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
�

　
詳
し
く
は
、
中
標
津
消
防
署
1
（
７

２
）
２
１
８
１
ま
で
。
�

��������振
替
納
税
を
ご
利
用
の
方
へ
�

�　
平
成
十
七
年
分
の
申
告
所
得
税
（
第

三
期
分
）
の
振
替
納
付
日
は
、
四
月
二

十
日
（
木
）
で
す
。
ま
た
、
消
費
税
及

び
地
方
消
費
税
（
確
定
申
告
分
）
の
振

替
納
付
日
は
、
四
月
二
十
七
日
（
木
）

で
す
。
�

　
詳
し
く
は
、
根
室
税
務
署
管
理
徴
収

部
門
1
０
１
５
３
（
２
３
）
３
２
６
２

ま
で
。
�

�

�広
報
誌「
ほ
っ
か
い
ど
う
」が
�

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
�

�　
こ
れ
ま
で
の
冊
子
ス
タ
イ
ル
か
ら
タ

ブ
ロ
イ
ド
判
に
、
発
行
回
数
は
年
二
回

か
ら
年
六
回
（
奇
数
月
発
行
）
に
増
え

る
予
定
で
す
。
配
布
に
つ
い
て
は
、
新

聞
折
込
等
に
よ
り
、
皆
さ
ん
の
ご
自
宅

へ
お
届
け
し
ま
す
。
�

　
ま
た
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
読
ん

で
い
た
だ
く
た
め
、
公
共
施
設
や
郵
便

局
、
金
融
機
関
な
ど
に
も
備
え
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
�

　
新
聞
を
取
ら
れ
て
い
な
い
方
な
ど
で
、

郵
送
を
希
望
さ
れ
る
方
に
は
個
別
で
送

付
も
し
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
�

　
新
広
報
紙
「
ほ
っ
か
い
ど
う
」
第
一

号
は
、
五
月
一
日
発
行
予
定
で
す
。
�

　
郵
送
の
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、

北
海
道
知
事
政
策
部
知
事
室
広
報
広
聴

課
広
報
グ
ル
ー
プ
1
０
１
１
（
２
０
４
）

５
１
１
０
ま
で
。
�

�
「出前健康学習」のお知らせ�
�
　保健センターでは、健康づくりに関す
る学習会を出前で行います。�
内　容　生活習慣病予防について、肥満�
　　　　予防の食事、歯周病予防などの�
　　　　ほか、血圧測定や健康相談を併�
　　　　せて行うこともできます。ご希�
　　　　望の内容をご相談ください。�
対　象　概ね４、５人以上の団体（会社、�
　　　　町内会、サークルの仲間、ＰＴ�
　　　　Ａなど）�
申込先　中標津町保健センター�
　　　　成人保健係1（72）2733�
�
「国保人間ドック」のお知らせ�
�
　国民健康保険に加入されている方の人
間ドックを開始します。�
対　象　国民健康保険に引き続き加入し、

保険税を完納している世帯の年
齢30～69歳の方�

日　時　平成18年５月～平成19年２月�
　　　　末日の平日（随時）�
場　所　町立中標津病院�
内　容　基本健診・がん検診（胃内視鏡�
　　　　検査、胸部レントゲン検査、大�
　　　　腸便潜血検査）・腹部エコー検
　　　　査のほか、実費負担で前立腺検
　　　　査を追加できます。�
定　員　年間80名�
料　金　10,700円（生活習慣病健診と重�
　　　　複しての補助は受けられません）�
受　付　随時　先着受付順�
　　　　（実施全期間の受付が可能です。

ただし、翌月に受診を希望され
る方は、前月20日までにお申し
込みください。）�

申込先　中標津町保健センター�
　　　　成人保健係1（72）2733�
�

�
「北海道国民保護計画」　�
　　　　　の策定について�

�
　平成16年９月、国民保護法が施行され
ました。国民保護とはこの法律に基づき、
外国から武力攻撃を受けた場合や大規模
テロ等が発生した場合に、国や道、市町
村等が住民の生命、身体及び財産を保護
することをいいます。�
　道では、万が一こうした事態が発生し
た場合、住民の避難や救援、被害の最小
化などを行うための「北海道国民保護計
画」を本年１月に策定しました。�
　詳しくは、北海道総務部危機対策室危
機管理グループ1011（231）4111内線
22-593まで。�
※計画の内容については、北海道のホ�
　ームページでもご覧いただけます。�
http://www.pref.hokkaido.jp/�
　soumu/sm-ksnji/index.htm

かん そ�



こ
の
広
報
紙
は
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
　
　�

平成18年�4
VOL.520 （　） 内は前月比�

誕生   17人    死亡   14人�
転入   77人    転出   76人　�

2月28日現在住民登録人口�

町の人口�
男�
女�

世 帯 数�

24,115（＋  4）�
11,832（－  4）�
12,283（＋  8）�
10,160（＋11）�

なかしべつ�

広報中標津は、環境保護のために古紙配合率100％再生�
紙および100％植物油型インキ「ナチュラリス100」を使用�
しています。�

地球が丸く見える

3
5

吹
奏
楽
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
�

　
昨
年
五
月
か
ら
催
さ
れ
て
い
た
、

中
標
津
町
総
合
文
化
会
館
「
し
る
べ

っ
と
」
オ
ー
プ
ン
十
周
年
記
念
事
業

の
最
後
を
飾
る
「
開
陽
台
セ
ミ
ナ
ー

吹
奏
楽
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
�

　
こ
の
日
の
た
め
に
、
中
標
津
東
小

学
校
、
中
標
津
中
学
校
、
中
標
津
町

吹
奏
楽
団
な
ど
管
内
五
団
体
、
約
百

名
で
大
吹
奏
楽
団
を
編
成
。
プ
ロ
の

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
共
演
し
、
迫
力

満
点
の
ス
テ
ー
ジ
を
披
露
し
ま
し
た
。
�

地球が丸く見える

3
22

パ
ト
ラ
イ
ト
作
戦
開
始
�

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全
意
識
高
揚
の

た
め
、
三
月
十
日
〜
四
月
十
五
日
ま

で
の
間
、
町
内
各
所
で
「
パ
ト
ラ
イ

ト
作
戦
」
が
実
施
さ
れ
、
役
場
庁
舎

前
で
も
開
始
し
ま
し
た
。
�

　
四
月
六
日
か
ら
「
春
の
全
国
交
通

安
全
運
動
」
が
展
開
さ
れ
、
例
年
こ

の
時
期
に
多
発
す
る
死
亡
交
通
事
故

の
撲
滅
に
努
め
る
取
り
組
み
が
行
わ

れ
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
も
交
通
事

故
等
に
遭
わ
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
、

交
通
安
全
運
動
に
ご
協
力
願
い
ま
す
。
�

　
卒
業
式
終
了
後
、
同
中
学
校
の
閉

校
式
が
行
わ
れ
、
卒
業
生
を
含
む
小

中
学
校
生
徒
全
員
で
器
楽
演
奏
を
行
い
、

出
席
し
た
地
域
住
民
ら
と
共
に
別
れ

を
告
げ
ま
し
た
。
�

　
こ
れ
に
よ
り
、
町
内
の
小
中
学
校

併
置
校
は
武
佐
一
校
だ
け
と
な
り
、

小
学
校
九
校
、
中
学
校
三
校
と
な
り

ま
し
た
。
�

　
五
十
九
年
の
歴
史
を
持
つ
町
立
俣

落
中
学
校
最
後
の
卒
業
式
が
執
り
行

わ
れ
、
五
名
の
卒
業
生
が
巣
立
ち
ま

し
た
。
小
中
学
校
併
置
校
の
同
校
で
は
、

同
時
に
三
名
の
小
学
生
が
卒
業
を
迎
え
、

中
学
校
の
在
校
生
四
名
と
一
緒
に
四

月
か
ら
統
合
さ
れ
る
町
立
中
標
津
中

学
校
へ
進
学
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
�

地球が丸く見える

3
13

俣
落
中
学
校
卒
業
、閉
校
式
�


